
 

比企  
 ３町３村 地域 合併協議会だより 第６号 2004.6 

主
な 平

成

ニ
テ
ィ

域
３
町

に
は
協

協
定
項

第【
報
告

報
告

 ○ 

お
こ

 

本
で
掲

 
 
 

第
定
数

 

① 

議継
委
員

た

 。
１ 

に１日
２ 

村はと
３ 

自

会
議

容 

の
内

１６
年
５
月
２０
日
（
木
）、
東
秩
父
村
コ
ミ
ュ

セ
ン
タ
ー
「
や
ま
な
み
」
で
第
６
回
比
企
地

３
村
合
併
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議

議
会
委
員
５０
名
中
４６
名
が
出
席
し
、
合
併

目
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

６
回
合
併
協
議
会
を 

開
催
し
ま
し
た 

事
項
】 

事
項
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

５
回
議
会
議
員
及
び
農
業
委
員
会

員
の 

報
告
第
２４
号 

委

等
検
討
小
委
員
会
報
告
に
つ
い
て 

会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

続
協
議
の
報
酬
及
び
選
挙
区
に
つ
い
て
協
議
後
、
小

会
の
協
議
結
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
確
認
し

３
町
３
村
の
議
会
議
員
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例

関
す
る
法
律
（
昭
和
４０
年
法
律
第
６
号
）
第
７
条
第

項
第
１
号
の
規
定
を
適
用
し
、
平
成
１８
年
４
月
３０

ま
で
引
き
続
き
、
新
市
の
議
員
と
し
て
在
任
す
る
。

右
記
の
在
任
期
間
中
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
３
町
３

従
来
の
報
酬
額
と
し
、
在
任
後
の
報
酬
に
つ
い
て

、
現
行
の
報
酬
額
及
び
同
規
模
の
自
治
体
の
例
を
も

に
新
市
に
お
い
て
決
定
す
る
。 

在
任
特
例
適
用
後
の
議
会
の
議
員
の
定
数
は
、
地
方

治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
９１
条
第
２
項

と
わ
り 

号
は
紙
面
の
都
合
上
、
協
議
会
議
案
と
同
じ
表
現

載
し
、
小
さ
な
活
字
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

４ 

 ② 

１ ２ ３ 

  
 

 

①

 
 
 
   ②

 
 

等
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。 

現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

４  例い

の
規
定
に
よ
り
３０
人
と
す
る
。 

選
挙
区
に
つ
い
て
は
、
協
議
、
検
討
に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
、

新
市
の
議
会
に
お
い
て
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。 

農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

小
委
員
会
の
協
議
結
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
確
認
し
た
。

新
市
に
１
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、
３
町
３
村
の
農
業
委

員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
４０
年
法
律
第
６
号
）
第
８
条
第
１
項
第
１
号

の
規
定
を
適
用
し
、
合
併
後
１
年
間
、
引
き
続
き
新
市
の
農
業

員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
と
し
て
在
任
す
る
。 

委
右
記
の
在
任
特
例
期
間
中
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
滑
川
町
の

報
酬
額
と
し
、
在
任
後
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
報
酬
額

及
び
同
規
模
の
自
治
体
の
例
を
も
と
に
新
市
に
お
い
て
決
定

す
る
。 

新
市
に
お
け
る
選
挙
委
員
の
定
数
は
、
農
業
委
員
会
に
関

す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
２６
年
政
令
第
７８
号
）
第
２
条
の
２

の
規
定
に
よ
り
３０
人
と
し
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
２６
年
法
律
第
８８
号
）
第
１０
条
の
２
第
２
項
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
４
選
挙
区
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。 

滑
川
町
の
区
域 

嵐
山
町
の
区
域 

小
川
町
と
東
秩
父
村
の
区
域 

都
幾
川
村
と
玉
川
村
の
区
域 

各
選
挙
区
の
定
数
は
、
条
例
制
定
時
の
選
挙
人
名
簿
登
載
人

数
を
基
に
、
人
口
に
比
例
し
て
定
め
る
。 

○
第
５
回
新
市
の
名
称
及

地
域
審
議
会
等
検
討 

 

報
告
第
２５
号 

び

小
委
員
会
報
告
に
つ
い
て 

合
併
特
例
法
及
び
地
方
自
治
法
の
改
正
予
定
に
よ
る
「
合
併
特

区
」、
「
地
域
自
治
区
」
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

け
た
。 

合
併
特
例
区
、
地
域
自
治
区
に
つ
い
て 

受

新
市
名
称
の
公
募
賞
品
の
贈
呈
方
法
等
に
つ
い
て 

抽
選
方
法
を
決
定
し
、
新
市
の
名
称
決
定
後
に
小
委
員
会
に
お

て
抽
選
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
贈
呈
時
期
、
場
所
、
方
法

【
協
議
事

協
議
事

 

○

 
 
 

平

 決
算

  

協
議
会

 
 

歳 

 
 

歳 

 
 

歳
入

 

○

 
 
 

協

 の
取

  

第
５
回

員
会
報
告

 

○

 
 
 

協

 任
期

 

第
５
回

員
会
報
告

 

○

 
 
 

協

 

 

① 

個
人

１ 

こ
２ 

 め

② 

法
人

１ 
 め
項
】 

項
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。 

成
１５
年

比
企
地
域
３
町
３
村
合
併
協
議
会 

協
議
第
３９
号 

度

に
つ
い
て 

決
算
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

入 

合 

計 

一
六
，
二
〇
〇
，
〇
二
八
円 

出 

合 

計 

三
二
，
五
二
七
円 

一
六
，
一

歳
出
差
引
額 

 
 
 
 

六
七
，
五
〇
一
円 

号

定
項
目
７ 

議

の
議
員
の
定
数
及
び
任
期 

協
議
第
４０

 

会

扱
い
に
つ
い
て 

議
会
議
員
及
び
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
等
検
討
小
委

（
上
記
報
告
第
２４
号
①
）
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。 

号

定
項
目
８ 

農
業
委

会
委
員
の
定
数
及
び 

協
議
第
４１

 

員

の
取
扱
い
に
つ
い
て 

議
会
議
員
及
び
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
等
検
討
小
委

（
上
記
報
告
第
２４
号
②
）
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。 

号

定
項
目
１０ 

地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

協
議
第
４２

 

町
村
民
税
の
税
率 

均
等
割
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
の
定
め
る
と

ろ
に
よ
り
、
標
準
税
率
の
３
，
０
０
０
円
と
す
る
。 

所
得
割
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
３
町
３
村
で
同
一
の
た

現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

町
村
民
税
の
税
率 

均
等
割
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
３
町
３
村
で
同
一
の
た

 



 

国
民
健
康
保
険
優
良
世
帯
表
彰
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で

基
本
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や
か
に
再
編
す

２ 

③

 
 
 

い

 

固

 

鉱

④

 
 
 

⑤

 
 
 

予

 

特

 

入

⑥

 
 
 

⑦

 
 
 

ラ検

 

都

⑧

 
  ⑨ 

 
 

  
 

 

① ② ③ 

対
す
る
適
正
な
負
担
額
を
決
定
し
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。

 

個個税

 

○

 

に使だな
占手改
  
 

 

確のよ

  
 

 

① １２ 

法
人
税
割
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
資
本
金
等
の
合
計
金
額

が
１
億
円
以
下
の
法
人
は
１
２
．
３
％
、
資
本
金
等
の
合
計

金
額
が
１
億
円
を
超
え
１０
億
円
以
下
の
法
人
は
１
３
．

５
％
、
資
本
金
等
の
合
計
金
額
が
１０
億
円
を
超
え
る
法
人

は
１
４
．
７
％
と
す
る
嵐
山
町
に
統
一
す
る
。 

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
町
村
た
ば
こ
税
の
税
率
に
つ

て
は

３
町
３
村
で
同
一
の
た
め
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
町
村
た
ば
こ
税
の
税
率 

、

産
税 

合
併
時
に
小
川
町
、
東
秩
父
村
の
制
度
を
適
用
す
る
。 

平
成
１５
年
度
か
ら
新
規
課
税
分
停
止
。
滞
納
分
、
徴
収
猶

分
等

新
市
へ
引
継
ぐ
。 

別
土
地
保
有
税 

は

湯
税 

入
湯
税
に
つ
い
て
は
、
標
準
税
率
１
５
０
円
を
適
用
す
る
。

合
併
時
は
凍
結
し
、
新
市
に
お
い
て
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ン
等
を
策
定
し
、
そ
の
後
適
正
な
税
率
に
統
一
す
る
方
向
で

討
す
る
。 

市
計
画
税 

納
期
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。 

人
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
の
納
期 

人
町
村
民
税
、
法
人
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

、
入
湯
税
の
減
免 

減
免
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
再
編
す
る
。 

号

協
定
項

１６ 

使
用
料
、
手
数
料
等
の
取
扱
い 

 

協
議
第
４３

 

目

つ
い
て 

用
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
現
行
ど
お
り
と
す
る
。
た

し
、
同
一
又
は
類
似
す
る
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
可
能

限
り
速
や
か
に
統
一
を
図
る
。 

用
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
合
併
時
に
再
編
す
る
。 

数
料
に
つ
い
て
は
、
３
町
３
村
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
料
金

定
の
経
緯
や
受
益
者
負
担
の
原
則
を
基
本
に
、
サ
ー
ビ
ス
に

 

３４５６
② １２３

③ ④ ⑤ 
○

号

 

協
定
項
目
１７ 

公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

 

協
議
第
４４

 

公
共
的
団
体
等
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
の
速
や
か
な
一
体
性
を

保
す
る
た
め
、
３
町
３
村
そ
れ
ぞ
れ
の
実
績
を
尊
重
し
、
従
来

経
緯
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
合
併
時
に
統
合
ま
た
は
再
編
で
き
る

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

○

 

協
定
項

２２
―
１０ 

国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い 

 

協
議
第
４５
号 

目

に
つ
い
て 

国
民
健
康
保
険
税 

 

納
期
は
、
８
期
（
７
月
〜
２
月
）
と
し
、
合
併
す
る
年
度
の

翌
年
度
か
ら
統
合
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と

す
る
。 

仮
算
定
に
つ
い
て
は
、
合
併
す
る
年
度
の
翌
年
度
か
ら
廃
止
す

る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

税
率
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や
か
に
統
一
す
る
。
そ
れ
ま

で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

最
高
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
軽
減
措
置
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
減
免
措
置
は
、
合
併
す
る
年
度
の
翌
年
度
に
再
編
す
る
。
そ

れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

国
民
健
康
保
険
基
金 

 

基
金
は
、
す
べ
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
。 

 

高
額
療
養
費
資
金
貸
付
に
つ
い
て
は
、
見
込
額
の
９０
％
を

限
度
額
と
し
、
合
併
時
に
再
編
す
る
。 

 

出
産
費
資
金
貸
付
は
、
合
併
す
る
年
度
か
ら
限
度
額
を
３０

万
円
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

短
期
被
保
険
者
証
・
資
格
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
合
併
す
る
年

度
の
翌
年
度
に
小
川
町
の
制
度
を
適
用
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
間

は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
再
編
す

る
。 

⑥ ⑦ １２３４⑧ 減
ま
で

  
 

 

① １２３
② ③ 
に
、
廃
止
す
る
。 

出
産
育
児
一
時
金
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
葬
祭
費
は
、

合
併
時
に
滑
川
町
、
嵐
山
町
、
小
川
町
、
都
幾
川
村
及
び
玉

川
村
の
制
度
を
適
用
す
る
。 

国
民
健
康
保
険
保
健
事
業 

 

新
市
に
お
い
て
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
す
る
。
補
助
金
は
、

２
万
５
千
円
と
し
、
対
象
年
齢
を
３５
歳
以
上
と
す
る
。 

 

脳
ド
ッ
ク
は
合
併
す
る
年
度
の
翌
年
度
ま
で
に
調
整
す

る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

検
診
等
相
違
の
あ
る
事
業
は
合
併
後
１
年
を
目
途
に
調

整
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

保
養
施
設
宿
泊
利
用
助
成
は
、
国
保
連
合
会
の
共
同
電
算

事
業
の
み
と
す
る
。
合
併
時
ま
で
に
嵐
山
町
単
独
契
約
事
業

は
廃
止
す
る
。 

国
民
健
康
保
険
の
一
部
負
担
金
の
減
免 

免
措
置
は
、
合
併
す
る
年
度
の
翌
年
度
に
再
編
す
る
。
そ
れ

の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

○

 

協
定

２２
―
１２ 

保
健
、
医
療
事
業
の
取
扱
い 

 

協
議
第
４６
号 

項
目

に
つ
い
て 

予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

麻
疹
・
風
疹
（
乳
幼
児
）
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
６５
歳
以

上
）
に
つ
い
て
は
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。 

 

三
種
（
二
種
混
合
）・
日
本
脳
炎
（
乳
幼
児
）
、
予
防
接
種

健
康
被
害
調
査
、
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
再
編

す
る
。 

 

ポ
リ
オ
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
と
判
定
及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
乳
幼

児
）、
二
種
混
合
（
児
童
）、
日
本
脳
炎
（
児
童
・
生
徒
）
に

つ
い
て
は
、
合
併
後
再
編
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の

と
お
り
と
す
る
。 

乳
幼
児
（
母
子
）
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や
か

に
再
編
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

な
お
、
乳
幼
児
訪
問
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の

と
し
、
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
合
併
時
に
再
編
す
る
。 



④ ⑤ ⑥ ⑦ 

  
 

 

融
資
制
度
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。
ま
た
、

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ① ② ③ 
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
対
象

年
齢
に
つ
い
て
は
２０
歳
以
上
と
し
、
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
の
料
金
改
定
の
経
緯
や
受
益
者
負
担
の
原
則
を
基
本

に
再
編
す
る
。 

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や
か
に
再
編
す
る
。
そ
れ

ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
集
団
検
診
の

対
象
年
齢
に
つ
い
て
は
２０
歳
以
上
と
し
、
前
立
腺
が
ん
検
診
は

５０
歳
以
上
と
す
る
。
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

料
金
改
定
の
経
緯
や
受
益
者
負
担
の
原
則
を
基
本
に
再
編
す

る
。 

そ
の
他
の
検
診
（
結
核
胸
部
検
診
・
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
・
脳

ド
ッ
ク
・
歯
周
病
検
診
）
に
つ
い
て
は
合
併
後
再
編
す
る
。
そ

れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る 

老
人
保
健
機
能
回
復
訓
練
事
業
に
つ
い
て
は
合
併
後
再
編
す

る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
ま
た
個
別
リ

ハ
ビ
リ
相
談
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
再
編
す
る
。 

健
康
教
育
、
健
康
相
談
等
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
再
編
す
る
。

そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

訪
問
指
導
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
再
編
す
る
。 

精
神
保
健
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
再
編
す
る
。
た

だ
し
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
に
速
や
か
に

再
編
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

保
健
推
進
委
員
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
再
編
す
る
。
そ
れ
ま
で

の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

地
区
組
織
活
動
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
再
編
す
る
。
そ
れ
ま
で

の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

○

 

協
定

２２
―
１３ 

障
害
者
福
祉
事
業
の
取
扱
い 

 

協
議
第
４７
号 

項
目

に
つ
い
て 

障
害
児
（
者
）
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま

で
に
再
編
す
る
。 

障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

ま
で
に
再
編
す
る
。 

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
交
流
会
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や

かな
④ 

身ま
⑤ 

手再
⑥ 

重合
⑦ 

重
て

⑧ 

重で
⑨ 

難
町

⑩ 

障策
⑪ 

身に

  
 

 

○
 

に

① 

児も
② 

児対
③ 

特引
④ 

父
る

⑤ 

乳
る

⑥ 

児
川小
に
再
編
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

お
、
実
施
主
体
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
す
る
。 

体
障
害
者
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

で
に
再
編
す
る
。 

話
通
訳
相
談
員
設
置
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や
か
に

編
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
小
川
町
の
制
度
を
適
用
す
る
。 

度
心
身
障
害
者
自
動
車
等
燃
料
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

併
時
ま
で
に
再
編
す
る
。 

度
心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
助
成
事
業
に
つ
い

は
、
合
併
時
ま
で
に
再
編
す
る
。 

度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま

に
再
編
す
る
。 

病
患
者
見
舞
金
支
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
嵐
山

、
小
川
町
の
制
度
を
適
用
す
る
。 

害
者
計
画
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や
か
に

定
す
る
。 

体
障
害
者
診
断
書
料
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で

再
編
す
る
。 

協
定
項

２２
―
１５ 

児
童
福
祉
事
業
の
取
扱
い 

 

協
議
第
４８
号 

目

つ
い
て 

童
手
当
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
の
た
め
新
市
に
引
き
継
ぐ

の
と
す
る
。 

童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
の
た
め
市
と
し
て
の

応
が
で
き
る
よ
う
合
併
時
ま
で
に
再
編
す
る
。 

別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
の
た
め
新
市
に

き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。 

子
手
当
支
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で
に
再
編
す

。 幼
児
医
療
費
支
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
再
編
す

。
申
請
の
簡
素
化
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
に
再
編
す
る
。 

童
医
療
費
支
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
滑
川
町
、
玉

村
の
制
度
に
統
合
す
る
。
な
お
、
入
院
費
助
成
の
対
象
者
は

学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
と
す
る
。 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

  
  

 

① ② ③ 

    
④ ⑤   生
し
再

止
す

  

 

① 
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
滑
川
町
、
嵐
山
町
、
東
秩
父
村
の
制
度
に
統
合
す
る
。 

児
童
相
談
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や
か
に
再
編
す
る
。
そ

れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や
か
に
再
編
す
る
。
そ
れ

ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

青
少
年
対
策
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や
か

に
再
編
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

○

 

協
定

目
２２
―
１６ 

保
育
事
業
の
取
扱
い
に 

 

協
議
第
４９
号 

項

つ
い
て 

放
課
後
児
童
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や
か
に
再

編
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

家
庭
保
育
室
運
営
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
再
編

す
る
。 

特
別
保
育
補
助
事
業
は
、
合
併
後
速
や
か
に
再
編
す
る
。
そ

れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

保
育
料･

保
育
料
減
免
に
つ
い
て
は
、
国
の
保
育
徴
収
基
準

額
表
を
参
考
に
合
併
時
ま
で
に
再
編
す
る
。 

公
立
保
育
所
管
理
運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
速
や
か

に
再
編
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

○

 

協
定

２２
―
１７ 

生
活
保
護
事
業
の
取
扱
い 

 

協
議
第
５０
号 

項
目

に
つ
い
て 

活
保
護
業
務
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
福
祉
事
務
所
を
設
置

編
す
る
。
な
お
、
嵐
山
町
独
自
の
事
業
は
合
併
時
ま
で
に
廃

る
。 

○

 

協
定

２２
―
２１ 

商
工
、
観
光
事
業
の
取
扱
い 

 

協
議
第
５１
号 

項
目

に
つ
い
て 



 

○

 
  
 

協
定
項

２２
―
２７ 

下
水
道
事
業
等
の
取
扱
い 

 

協
議
第
５４
号 

目

に
つ
い
て 

  

① 

公
共
下
水
道
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
計
画
を
新
市
に
引

き
継
ぎ
、
合
併
後
速
や
か
に
新
公
共
下
水
道
基
本
計
画
を
策

定
す
る
。 

② 

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
嵐
山
町
の
制
度
を

適
用
す
る
。 

③ 

下
水
道
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
負
担
区
及
び

負
担
金
を
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
新
た
な
負
担
区
及
び
負
担
金

は
、
合
併
後
速
や
か
に
再
編
す
る
。 

④ 

農
業
集
落
排
水
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
採
択
済
地
区
を
新

市
に
引
き
継
ぎ
、
合
併
後
速
や
か
に
新
農
業
集
落
排
水
整
備

計
画
を
策
定
す
る
。 

⑤ 

業
集
落
排
水
事
業
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に

川
町
の
制
度
を
も
と
に
再
編
す
る
。 

⑥ 
業
集
落
排
水
受
益
者
分
担
金
に
つ
い
て
は
、
現
行
制
度
を

市
に
引
き
継
ぎ
、
合
併
後
の
新
規
地
区
の
受
益
者
分
担
金

、
合
併
後
速
や
か
に
再
編
す
る
。 

⑦ 

化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
事
業
地

を
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
合
併
後
速
や
か
に
再
編
す
る
。 

⑧ 

化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。 

⑨ 

化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
設
置
分
担
金
に
つ
い
て
は
、

行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。 

⑩ 

化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
小

川
町
の
制
度
を
適
用
す
る
。 

② 

利
子
補
給
制
度
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で
に
再
編
す
る
。
ま

た
、
合
併
時
に
お
い
て
貸
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
利
子
補
給
率
を
適
用
す
る
。 

③ 

商
工
会
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
尊
重
し
統
合
す
る

よ
う
調
整
に
努
め
る
。
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
に
再
編

す
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

④ 

観
光
協
会
等
関
係
団
体
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
に
再
編
す
る
。

れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

そ
⑤ 

法
人
格
を
有
す
る
観
光
施
設
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
に
調
整
す

る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

⑥ 

祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
現
行
の
と
お
り
新
市

へ
引
き
継
ぐ
。 

 

○

 
  
 

協
定
項
目
２２

２２ 

勤
労
者
、
消
費
者
関
連
事
業
の 

 

協
議
第
５２
号 ―

取
扱
い
に
つ
い
て 

 

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で
に
利

子
補
給
制
度
を
適
用
し
、
新
市
へ
移
行
す
る
。 

消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で
に
小
川
町
の
例
を
も

と
に
調
整
す
る
。 

 

○

 
 
 

協
定
項
目
２２
―
２６ 

水
道
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

 

協
議
第
５３
号 

 

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
３
年
を
目
途
に
調
整
す
る
。

れ
ま
で
の
間
は
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

そ
水
道
料
金
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で
に
小
川
町
の
制

度
を
も
と
に
調
整
す
る
。 

水
道
関
係
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で
に
再
編
す
る
。

た
だ
し
、
乙
止
水
栓
開
閉
手
数
料
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

給
水
装
置
の
軽
微
な
変
更
で
あ
る
と
き
の
確
認
手
数
料
、
私
設

消
火
栓
消
防
演
習
立
会
手
数
料
は
廃
止
す
る
。 

④

水
道
申
込
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。

合
併
時
に
お
い
て
貸
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
制
度
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
預
託
金
制
度
と
利
子
補
給
制

度
に
つ
い
て
は
、
貸
付
件
数
も
少
な
い
こ
と
か
ら
利
子
補
給
制

度
を
採
用
す
る
。 

【
継
続
協
議
事
項
】 

 

継
続
協
議
事
項
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。 

 

○

号

 
 

協
定
項
目
４ 

新
市
の
事
務
所
の
位
置

に
つ
い
て 

 

協
議
第
２５

 

 

１ 

新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
現
在
の
小
川
町
役
場
の
位
置
と
す

る
。 本

庁
機
能
は
、
現
在
の
小
川
町
役
場
及
び

山
町
役
場
に
置
く
。 

滑
川
町
役
場
、
都
幾
川
村
役
場
、
玉
川
村

場
及
び
東
秩
父
村
役
場
の
現
庁
舎
に
つ

て
は
、
総
合
支
所
と
し
て
活
用
す
る
。 

帯
意
見 

将
来
、
新
市
に
お
い
て
新
庁
舎
の
建
設
を

討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
建
設
費
を
抑
制

る
観
点
か
ら
、
既
存
施
設
の
活
用
を
優
先

て
検
討
さ
れ
た
い
。 

会 議 予 定 

第７回合併協議会 
と き 平成 16年６月２４日（木） 

午後2時から 
ところ 小川町民会館（リリックおがわ） 
 
＊会議の傍聴手続 

会議開催の１時間前に受付を開始
し、３０分前に傍聴証を交付します。 

 
＊会議予定は変更になる場合があります
のでご了承ください。 
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